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◆
意
見
書

　

今
定
例
会
に
は
２
件
の
意
見
書
が
提
出

さ
れ
、
次
の
１
件
を
可
決
、
埼
玉
県
知
事
へ

送
付
し
ま
し
た
。（
一
部
抜
粋
）

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
は
、

障
が
い
が
あ
る
方
と
そ
の
家
族
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
医
療
機
関
を
受
診
し

た
場
合
の
医
療
費
の
一
部
負
担
金
を
、
県
と

市
町
村
で
助
成
す
る
制
度
で
す
。「
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
」
の
対
象
者
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
は
１
～
３
級
、
知
的
障
害

は
療
育
手
帳
マ
ル
Ａ
、
Ａ
、
Ｂ
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
精
神
障
害
は
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
の
み
が
対
象
と
さ
れ
、
精
神
障

害
２
級
は
対
象
外
で
す
。
ま
た
、
精
神
障
害

１
級
で
も
精
神
病
床
へ
の
入
院
費
用
は
対
象

外
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
精
神
障
が
い
は
見
た

目
に
は
分
か
り
に
く
く
、
仕
事
や
勉
強
や
家

庭
生
活
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
「
生
き
づ

ら
さ
」
を
抱
え
て
い
ま
す
。
安
定
し
た
生
活

を
送
る
た
め
に
は
長
期
に
わ
た
っ
て
薬
を
服

用
し
続
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま
た
症
状

が
治
ま
っ
て
い
て
も
再
発
の
リ
ス
ク
が
あ
り

ま
す
。
精
神
保
健
福
祉
手
帳
２
級
所
持
者
の

多
く
は
、
安
定
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
困

難
で
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯
が
多

い
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
当
事
者
の
家
族
も

高
齢
化
し
、
医
療
費
の
負
担
も
重
く
の
し
か

か
っ
て
い
ま
す
。
命
を
守
る
施
策
と
し
て
、

以
下
の
２
点
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

１�

．
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２
級
所
持

者
を
、『
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
』
の
対
象
に
拡
大
す
る
こ
と
。

２�

．
精
神
科
病
床
へ
の
入
院
も
、『
重
度
心
身

障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
』
の
対
象
に
拡

充
す
る
こ
と
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
意
見
書

の
全
文
や
本
会
議
の
会
議
録
、
議
会
活

動
な
ど
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

検 索吉川市議会

◆
ご
意
見
・
ご
感
想
を

　
　
　
お
寄
せ
く
だ
さ
い
◆

　

議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
に
な
っ
た
ご
意

見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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吉
川
市
き
よ
み
野
一
丁
目
１
番
地

　

吉
川
市
役
所　

議
会
事
務
局
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「会計年度任用職員制度」
もっと大事にもっと活用を

伊藤　正勝
問 会計年度任用職員が今年度からスタート。
どう変わったか。財政負担についても伺いたい。
答 法の改正で臨時職員の多くは会計年度任用職員に
なった。身分は地方公務員に準じ年度内の短期雇用の
位置付けだが、期末手当や休暇の取得も可能となった。
財政負担は年間5500万円程になる。

問 現状と業務改善への効果は如何ですか。
答 令和２年４月現在、正規職員は414人。会計年度
職員は329人。コロナ対応等での途中公募も実施。年
度末の数値は389人になる。

問 採用や業務の内容。男女比。雇用の継続・更新に
ついても伺いたい。
答 新年度の採用は各部の責任で行った。一般事務職
が50人余。保育、学童保育。福祉関係の支援員等が
多く女性が８割を占める。継続更新については把握し
ていない。

問 大きな制度変更。働く人の立場に立ち業務改善に
役立ててほしい。
答 働かせ方や有効活用との言葉には違和感がある。
一緒に働くパートナーとして多様な人々に参画しても
らうことも考えている。

意
見
書


